
団体名： 御津町商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 126.7 ％） （達成度 95.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 106.3 ％） （達成度 107.2 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 91.7 ％） （達成度 68.3 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 60.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 128.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 75.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

小規模事業者

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数 小規模事業者の頼れる相

談相手となり、各職員の
立場から小規模事業者に
役立つ指導と支援が見込
まれた。

実績
数値

19

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

記帳継続指導

商工会職員が、個人事業主
等を対象に正しい記帳方法
や決算・確定申告の指導を
行い、適正な税務申告と経
理の自計化や計数管理によ
る経営力の向上に結びつけ
る。

・指導対象者数34人
・指導延日数204日
・指導延回数343回

小規模事業者

指標
指導対象者数

指標

目標
数値

576
実績
数値

730
目標
数値

20

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も経営発達支
援計画等の趣旨に
沿い、小規模事業
者の総合的な発達
を図るため、将来
展望醸成や、経営
改善のための援助
に注力する。
伴走型支援の充実
に努め、積極的に
提案することで彼
等の課題解決を後
押しする。

巡回・窓口相談指
導事業

コロナ禍での危機的状況を
踏まえつつ、一般的に経営
基盤の弱い小規模零細企業
を中心に、経営指導員等の
商工会職員が事業所へ訪
問。融資等の金融相談・申
告時期の税務相談・労働相
談等経営全般について様々
な相談への指導をすること
により、経営及び技術の改
善を図り、健全な企業を育
成する。

【巡回窓口指導】
・巡回窓口指導実企業数
237件
　（巡回：103件、窓口：
134件）
・巡回窓口指導延件数
730件
　（巡回：325件、窓口：
405件）
・課題解決提案件数　　19
件
・経営革新承認件数　　1件

講習会事業

多様化する経営環境に対応
するため、小規模事業者に
とって必要な知識習得や時
事的な問題について啓蒙を
図り、事業者の資質の向上
と円滑な事業運営に資す
る。特に、経営環境の変化
に対応するため、経営分
析・事業計画関係の実施に
注力する。

・集団　　1回　　25名
　（経営一般　　1回　　25
名）
・個別　10回　　31名
　（金融　1回　　1名）
　（税務（記帳定例税務相
談会）　　2回　　10名）
　（税務（確定申告指導
会）　　7回　　20名）

小規模事業者

指標
実施回数

適正な税務申告と
経理の自計化や計
数管理による経営
力の向上を図り、
引き続き指導を実
施していく。目標

数値
32

実績
数値

34
目標
数値

320
実績
数値

指導延回数 記帳方法や決算、確定申
告の指導により、的確な
税務申告と事業者の計数
管理の育成をすることに
より経営判断力の向上に
繋がった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

343

若手後継者育成事
業

若手後継者を対象に、決算
書の見方や個人・法人のメ
リット、デメリットや節税
対策についてのセミナーを
行う。自社の財務分析によ
り現状を把握し、今後の事
業計画策定に寄与すること
を目的とする。

誰でもわかる決算書の見方
と節税対策セミナー開催　1
回　6人

小規模事業者
及び青年部員

指標
参加人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者が必
要とするテーマに
沿った講習会の開
催に心掛け、より
いっそう経営改善
に資するものとす
る。目標

数値
12

実績
数値

11
目標
数値

82

指標
参加人数 小規模事業者の経営改

善、税務に関する知識な
ど資質の向上が図られ事
業運営の一助となった。 総

合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
56

祭典事業
（イベント事業）

みとふれあいまつりを開催
することにより、その集客
力を活かして参加小規模事
業者の販売活動を促進し、
商工会のＰＲを図ると共に
地域の総合的な振興を図
る。

みとふれあいまつり　10月
23日
出店社数　21社、来場者数
3,000人 小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後とも若手後継
者が必要としてお
り、かつ多くの参
加が見込まれる
テーマについてセ
ミナー等を開催
し、彼等の将来的
な課題解決の一助
となるよう努め
る。

目標
数値

10
実績
数値

6
目標
数値

指標

参加者個々の決算書をも
とに、決算書の見方を学
んだ。所得税や相続税の
仕組みも学び、課題解決
の一助となった。 総

合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

目標
数値

70%
実績
数値

90%
目標
数値

出店者の満足度調査
指標

地域の総合的な振興とと
もに、小規模事業者の販
売促進効果が得られた。 総

合
評
価

Ａ

実績
数値

商工業振興事業
（御津鐵工会）

御津鐵工会の活動をサポー
トすることにより、町内鉄
工業者の活性化に資すると
ともに、施策情報を的確に
提供し経営支援事業の円滑
な推進を図る。併せて、セ
ミナー等の開催を通じて知
識技術の習得を促す。

節分祭　　6名

御津鐵工会員

指標
参加人数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き商工会の
認知度アップと、
地域貢献、商工業
者の活性化に繋げ
る。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き活動支援
を実施していく。

目標
数値

8
実績
数値

6
目標
数値

指標

町内鉄工業者との意思疎
通、意見交換等が円滑に
行われたことで、経営支
援に繋がった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 御津町商工会

得られた効果 備考

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 128.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 83.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

青年・女性部事業

イベントの実施により地域
貢献事業を通じて町民とふ
れあい、地域と関わりを持
つことによって地域社会の
発展に寄与する。また、部
員相互のふれあい活動を実
施し、異業種間の情報交換
を行い経営力の向上を図
る。

【青年部】
・御津中学校区打上花火大
会
・新年名刺判
・交流事業

青年部員

指標
部員の満足度調査

労働保険事業

事務処理体制の脆弱な小規
模事業者に代わり、労働保
険事務代行することにより
事務経費の軽減と労働保険
補助金の受給等に寄与す
る。

①概算保険料、確定保険料
その他労働保険料と一般拠
出金及びこれにかかる徴収
金の申告・納付
②雇用保険の被保険者資格
の取得及び喪失の届出、被
保険者の転勤の届出、その
他雇用保険の被保険者に関
する届出等の手続
③保険関係成立届、雇用保
険の事業所設置届等の提出
に関する手続
④労災保険の特別加入申
請、変更申請、脱退申請等
に関する手続
⑤労働保険事務処理の委
託、委託解除に関する手続
⑥その他労働保険の適用徴
収にかかる申請、届出及び
報告等に関する手続

御津町内の中
小企業等

指標
委託事業者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地域貢献と地域と
のふれあいを図る
ため、イベント事
業を実施し、部員
相互の交流から
ネットワーク作り
展開していく。社
会貢献事業も実施
し、奉仕と知名度
向上に努める。

目標
数値

70%
実績
数値

90%
目標
数値

指標

青年部員がイベント等に
参加することにより、部
員相互の結束が強まり、
組織維持に繋がった。
交流・親睦事業などの部
員相互の交流の中で、情
報交換したり、仕事の幅
を広げることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

産業団体事業

産業団体事業に参画するこ
とにより、地域経済の発展
に寄与し、小規模事業者の
経済環境整備を改善する。

①東三河環状線建設促進期
成同盟会
②東三河縦貫道路建設促進
期成同盟会
③豊川公共職業安定所雇用
対策推進協議会
④東三河広域観光協議会
⑤東三河広域協議会
⑥名浜道路推進経済連合会
⑦愛知県商工会連合会東三
河支部
⑧豊川商工会議所
⑨豊川市観光協会
⑩愛知県港湾経済連合会
⑪豊橋税務連絡協議会
⑫国道23号蒲郡バイパス建
設促進協議会
⑬暴力追放豊川連絡協議会
⑭三河港港湾計画検討委員
会
⑮三遠南信地域連携ビジョ
ン推進会
⑯愛知県東三河広域経済連
合会
⑰豊川水系総合開発期成同
盟会
⑱豊川水系総合開発促進期
成同盟会
⑲三河地域新幹線利用促進
期成同盟会

愛知県内の中
小企業等

指標
参加回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後とも適正処理
に努め、適用促進
を図り委託事業主
の負託に応える。

目標
数値

49
実績
数値

49
目標
数値

指標

小規模事業者の事務負担
の軽減及び労働関係補助
金の円滑な受給が図られ
た。関連する賃金・雇用
問題などの相談も多く、
真摯な対応により信頼を
得られた。また、委託手
数料及び国からの報奨金
等により自己財源確保に
貢献した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

コロナの影響によ
り会議が開催され
たないこともあ
り、参加回数は減
少した。事業者へ
の情報提供のツー
ルとして、地域経
済の発展のため、
引き続き各産業団
体への活動に参画
する。

目標
数値

30
実績
数値

25
目標
数値

指標

産業団体に参画すること
により、広域的に産業・
経済情報を取得し、それ
らを小規模事業者へ提供
することが出来た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。


